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第第第第7777回回回回    定例定例定例定例教育委員会教育委員会教育委員会教育委員会議事議事議事議事録録録録    

日 時 ： 平成29年7月25日（火） 

場 所 ： ３階中会議室 

開会、閉会に関する事項 

                   10時00分 開会 

                   11時05分 閉会 

出

 

席

 

委

 

員

 

  教育長 森 和 範 

  永 野   治 

 川 原 惟 昭 

 長 野 則 夫 

 久保田 悦 子 

議

場

に

出

席

し

た

者

の

氏

名

 

 総 務 課 長   大 山 勝 徳 

 学 校 教 育 課 長   髙 﨑 良 一 

 文化スポーツ課長   山 元 国 枝 

 給食センター所長    田 中 健 一 

 社会教育課文化財係長   森 田  誠 

 書 記   万 膳 正 見 

 書      記   新 納 誠 朗 

議事 

日程 

 別紙のとおり 

 

審審審審                    議議議議                    状状状状                    況況況況    

 （森教育長） 

 それでは、ただいまより平成29年第7回定例教育委員会を開会します。 

（万膳係長） 

 姿勢を正して下さい。一同礼。 

（森教育長） 

「平成29年第5回定例教育委員会議事録の承認」を議題とします。事務局より報告をお願いしま

す。 

（万膳係長） 

 平成29年第6回定例教育委員会議事録について報告(別紙概要報告書により報告) 

（森教育長） 

 ただいま事務局より前回の議事録の報告がありました。ご質問等ないでしょうか。 

（全員） 

 ありません。 

（森教育長） 

 質問がないようですので承認してよろしいでしょうか。 

（全員） 

 はい。 

（森教育長） 

 平成29年第6回定例教育委員会議事録については、承認いたしました。 

 続きまして、教育長及び委員の報告に移ります。 

（森教育長） 

 それでは、お手元の教育長諸般の報告に基づき平成29年6月27日から平成29年7月24日までの

報告をいたします。 

（別紙諸般の報告により日を追って報告） 

（森教育長） 
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 委員の皆様方、報告をお願いしたいと思います。永野委員の方からお願いします。 

（永野委員） 

 県の人権団体研修が2日間あった中で、県交流センターでパネラーで参加してほしいと、子供

会の団体代表として依頼がありました。出席したのが県女団連の会長、県青年団副団長の高尾

野の女性の方、ＰＴＡの副会長の（伊佐の）谷下君で、たまたま、北薩が3人おりました。80

人ぐらいの参加の中でディスカッションでした。要は地域コミュニティ団体や若者に託す、と

いうことだったのですが、いろんな団体があるのに連携が足りないと認識をしたところでした。

青年団が連携とって協議会に入ってくれるとか、女団連からは、子ども会、ＰＴＡを卒業した

人が青年団になって、地域に入って活動してほしい。いずれにしても連携が足りないというこ

とでした。それにはもっと行政が力をかけないとだめですよと、そして行政でなくてもどこか

らでも仕掛けていかないと難しい状況だということでした。県社会教育課が初めて試みたとい

うことでした。人権教育の方で行ったが、社会教育団体のお互いの意見交換会、先生方、社教

の指導主事もみえられて、グループ討議をされた。いい方向に、遅かりしではあったものの、

そういう会がありました。 

 それと、夏の芸能祭、牛深高校には感動しました。ずっとお辞儀をして（拍手が）鳴り終わ

るまで去らないのですね。あれが違う、全国レベルだ。演劇だけではなくて、ありがとうござ

いましたという、こっちもありがとう、感動を与えてもらった。向こうは精一杯やった、礼を

尽くして最後までやったということ。その後、帰ったら、あの子たちは大泣きだったと。自分

たちも感動し、みんなも感動した。そうでないといけないと委員の皆さんと話していたのです

けれど。やってよかった、観てよかった、主催してよかった、これだなあと。交流というのは

一方通行で上から目線でもだめだし、観てくれでもいけないし、一生懸命すると皆分かるんだ

よね、というのを彼ら彼女らは分かる。だから全国に行けているという話になりました。 

非常によい、観ただけでもよかった。義援金が７万ほどあったようです。皆さんが帰る時に千

円では安かったと思い、千円ずつ入れていったと。イベントいうのはこうでないといけない。

伊佐市でやったというのは、牛深高校にとっても初めてだったと言っていますので。伊佐市の

良い印象を与えたのではと思いました。 

森教育長） 

 川原委員、お願いします。 

（川原委員） 

 夏の祭典は私用があり行けませんでしたけれども、今、話を聞いて残念だったと思いました。 

 山野地区で駐在さんの連絡協議会というのがありまして、夏休み前に地域の代表者が6～7人、

警察の署長はじめ課長さん方が駐在所に来ていただいて、後の懇親会までありました。地域の

駐在所の現状では、交通事故から犯罪まで話がありました。山野地区は平出水地区も受持ちで、

安心安全というのが地域ともども徹底している。大きな問題もないし、ただ、スクールバスの

発着口までは皆さん遠いところから自転車で通学、駐輪場に留めていく。その間のマナーはど

うか、駐在から見た意見はないかと聞いたのですが、特別ないようです。親が停留所に送って

くるのもあるのではないかと、スタートした時点と比較すると駐輪場が少なくなっている。と

いうことは親が近くまで送っているのか、想像ですけれども。そういう現状があるのかと感じ

ただけです。 

 夏休みの期間中、溜り場になるところはないか、特に十曽キャンプ場周辺は重点的に廻って
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もらっている。布計の学校跡周辺も中高生は自転車ですぐ行けるのでお願いしたところでした。 

（森教育長） 

 長野委員お願します。 

（長野委員） 

 この間、ふるさと学寮の入寮式がありまして、最終日に家に温泉入りに男子が全員来まして、

相変わらず元気な姿で風呂に入った。その後、皆で話しをしながら、なぜか「おじちゃん、腕

相撲をやろうか。」と子どもが言い出して、昔、僕たちが子どもの頃の先輩との関わりというの

を急に思い出しまして嬉しいものを感じました。先ほど教育長が言われましたとおり安全安心

まちづくり、地域が子どもを見守らないといけないと、つくづく感じました。 

 6月30日に食品衛生協会で毎年、湯之尾小学校の方に手洗い指導ということで行っております

が、今回は1、2年生を対象にしましたが、ものすごく子どもたちが目を光らせて洗い方を真似

しながらやっているのが、嬉しくて。以前、魚のさばき方を校区公民館でしましたが、今回の

手洗い指導で行った時に「おじちゃん、魚のおじちゃんだよね。」と言ってくれるのがものすご

く嬉しくて、純粋な子どもたちを、これから私たちが見守っていかなくてはいけないとつくづ

く思う月でありました。 

（森教育長） 

 久保田委員、お願いします。 

（久保田委員） 

 私の方はふるさと学寮にコミュニティで関わっているので、そちらの報告ですが、入寮式は

ありがとうございました。子どもたちに5分から10分くらいのことなので、「がんばってきちん

とした姿勢で話しを聞こうね。」ということを前もって話しをしていたのですけれど教育長が

「足を崩していいよ。」と言われても皆が首を横に振ったので、そんなに強く言ったのかなと、

終わった後に、「しびれた。」と。「よくがんばったね。褒めてもらったね。」と言うとそれが自

信につながったのか、すごく今年の子どもたちは自分から「何かすることはないですか。」、聞

いてくるなど1日目、2日目、3日目となるにつれ、周りを見れる子どもたちが多かったなあと思

います。結構、私も助けてもらって、地域の方々とコミュニケーションも良く取れていました。

高齢の方々にもいろいろとお手伝いをいただいたのですが、帰る時には「逆に元気をもらった。」

「元気が出た。」と喜んで帰ってくださっていました。支援者の高齢化も進んでいて、世代交代

をとよく言われる中で菱刈校区の方は若い人も協力してくれるので、うまくフォローしながら、

3泊4日無事過ごせて良かったなあと思っています。先日反省会もあって、社会教育課の渕上さ

んも来ていただいて、「若い人の支援が多いと言うことは良いことだ。」とのことばをいただき

ました。 

 学校訪問が本城幼稚園で最後でしたが、子どもたちの記憶力というのがすごくて、お店で会

った時、「お店屋さんごっこに来た人だ。」と、どこのお店で会ったのかと思いました。来た人

だな、少しでも来てくださったんだと記憶に残っている、学校訪問にいって良かったなと、う

れしい思いがしました。 

（森教育長） 

 ありがとうございました。教育長及び教育委員の報告について、以上でよろしいでしょうか。 

（全員） 

 はい。 
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（森教育長） 

 では、議事に進みます。今回は付議事件が1件ございます。 

 議案第32号「平成30年度使用 小学校「特別の教科 道徳」教科用図書採択について」を議

題とします。なお、この議題につきましては、道徳の主要教科書を表に出すのは9月1日となっ

ておりますので、この会議は「地方教育行政の組織及び運営に関する法律第14条第7項」の規定

により非公開とすることにしたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

（全員） 

 はい。 

（森教育長） 

 では、これからのこの議題につきましては非公開ということにいたします。 

 

 ≪ 非 公 開 ≫ 

 

（森教育長） 

 議案第32号については、伊佐市は○○社の教科用図書を地区教科用図書採択協議会に推薦す

るということで異議ございませんか。 

（全員） 

 ありません。 

（森教育長） 

 議案第32号については、伊佐市は○○社の教科用図書を地区教科用図書採択協議会に推薦す

るということで議決されました。 

 次に「委員から提出された動議の討論等」に入ります。前もって提出された動議はありませ

んが、何かございませんでしょうか。 

（全員） 

 ありません。 

（森教育長） 

 無いようですので、「委員から提出された動議の討論等」を終わります。 

 その他の件に入ります。何かございませんでしょうか。 

（全員） 

 ありません。 

（森教育長） 

 ないようですので、これをもちまして平成29年第7回定例教育委員会を閉会します。 

（万膳係長） 

 姿勢を正してください。一同礼。  

 

                   

 

 


